
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
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電子決済処理に使用するＩＣカードと、このＩＣカードに支払情報及び決済情報を生成す
る電子決済端末と、金融機関に決済処理を要求する料金決済用コンピュータとから成る電
子決済システムであって、
前記電子決済端末は、
自らを使用可能にする手段と、
ユーザ所有の前記ＩＣカードに、当該ユーザの支払金額及び支払い方法に関する支払情報
が、前もって前記料金決済用コンピュータによって書き込まれている場合に、それを読み
込む読込手段と、
前記ＩＣカードから前記支払情報が読み込まれた場合には前記ＩＣカードへ当該ユーザの
個人情報及び金融機関との決済に必要な情報に関する決済情報を追記し、前記ＩＣカード
から前記支払情報が読み込まれなかった場合には当該ユーザからの支払情報の入力を以て
当該支払情報及び決済情報を書き込む書込手段とを備え、
前記料金決済用コンピュータは、
ユーザ所有の前記ＩＣカードから前記支払情報及び前記決済情報を読み込む読込手段と、
読み込んだ前記支払情報及び前記決済情報に基づいてオンライン決済処理を実行可能にす
る決済手段と、
前記決済手段によりオンライン決済処理を行なった後に、当該処理に係る前記支払情報及
び前記決済情報を前記ＩＣカードから消去する消去手段とを備える



【請求項２】

【請求項３】

【請求項４】

【請求項５】

【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、電子決済方法及びシステム、より詳細には、電子決済端末とＩＣカードを使用
し、料金支払い時に、ＩＣカードへ支払データと決済データを書き込むことで、当該ＩＣ
カードを料金決済可能にすることにより、料金の支払いを行なう電子決済方法及びシステ
ム、並びに、電子決済用端末に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
料金支払のためのＩＣカードとして、プリペイド方式のＩＣカードやクレジットカードが
あるが、いずれも、カードを紛失した場合には、他人による不正使用の危険にさらされて
しまう。それは、これらのＩＣカード内に、料金決済に必要な情報が常時記憶されている
ためである。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
従来の料金支払用ＩＣカードには上述したような問題があったので、本発明はそのような
問題のない、即ち、ＩＣカードを紛失しても十分にセキュリティが保護されて不正使用さ
れる虞のない電子決済方法及びシステム、並びに、電子決済用端末を提供することを課題
とする。
【０００４】
【課題を解決するための手段】
上記課題を解決するための本発明に係る電子決済方法は、ユーザーが携帯する電子決済端
末を使用可能にするステップ、ＩＣカードから支払データを読み出すステップ、支払デー
タが有る場合にその内容を表示するステップ、支払データが無い場合にユーザーが支払デ
ータを入力するステップ、決済データ及び支払データをＩＣカードに書き込むステップ、
前記ＩＣカードに書き込まれた支払データ及び決済データを料金決済用コンピュータによ
って読み出すステップ、前記読み取ったデータを用いて金融機関との間でオンライン決済
を行なうステップ、前記オンライン決済後前記ＩＣカード内の情報を消去するステップと
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ことを特徴とする電子決済システム。

前記電子決済端末を使用可能にする手段が、当該電子決済端末に記憶されている暗証番号
と入力される暗証番号との照合である請求項１に記載の電子決済システム。

前記暗証番号が４桁の数字と、数字以外の１桁の文字又は記号とから成る請求項２に記載
の電子決済システム。

前記入力される暗証番号の不正入力が所定回数行なわれた場合に、前記電子決済端末の使
用を不可にする手段を更に含む請求項２又は３に記載の電子決済システム。

電子決済処理に使用するＩＣカードに支払情報及び決済情報を書き込む電子決済システム
用端末であって、
自らを使用可能にする手段と、
ユーザ所有のＩＣカードから当該ユーザの支払金額及び支払い方法に関する支払情報が、
前もって前記料金決済用コンピュータによって書き込まれている場合に、それを読み込む
読込手段と、
前記ＩＣカードから前記支払情報が読み込まれた場合には前記ＩＣカードへ当該ユーザの
個人情報及び金融機関との決済に必要な情報に関する決済情報を追記し、前記ＩＣカード
から前記支払情報が読み込まれなかった場合には当該ユーザからの支払情報の入力を以て
当該支払情報及び決済情報を書き込む書込手段
とを備える電子決済システム用端末。



から成ることを特徴とする。
【０００５】
また、上記課題を解決するための本発明に係る電子決済システムは、金融機関と決済を行
なうための決済データと商品やサービスの対価である支払データを記憶させるＩＣカード
と、前記ＩＣカードのユーザーが携帯する電子決済端末と、前記ＩＣカードに記憶された
データに基づいて決済処理を行なう料金決済用コンピュータとで構成され、前記ユーザー
が前記電子決済端末を使用可能状態にする手段と、前記電子決済端末から前記ＩＣカード
へ支払データ及び決済データの書き込みを行なう手段と、前記料金決済用コンピュータに
よって前記ＩＣカードのデータを読み込んでオンライン決済を行なう決済手段と、前記オ
ンライン決済終了後に前記ＩＣカードのデータを消去する手段とを備えたことを特徴とす
る。
【０００６】
前記電子決済端末を使用可能にする手段が、当該電子決済端末に記憶されている暗証番号
と入力される暗証番号との照合であり、前記暗証番号が４桁の数字と、数字以外の１桁の
文字又は記号とから成る。
【０００７】
また、上記課題を解決するための本発明に係る電子決済端末は、金融機関と決済を行なう
ための決済データと商品やサービスの対価である支払データを記憶させるＩＣカードに前
記各データを入力する装置であって、コンピュータプログラムと共に所定の暗証番号を記
憶していて、ユーザーが入力する暗証番号と前記記憶されている暗証番号が一致する場合
に、前記ＩＣカードへの入力が可能となることを特徴とする。
【０００８】
【発明の実施の形態】
本発明の実施の形態を添付図面に依拠して説明する。図１は、本発明に係る電子決済方法
を実施するための本発明に係る電子決済システムの運用システム構成図である。そこに示
されるように本システムは、電子決済端末１、料金決済用コンピュータ２及びＩＣカード
３によって構成される。
【０００９】
電子決済端末１は、料金支払時に、ＩＣカード３へ支払データと決済データを書き込むた
めに用いるものである。
【００１０】
ＩＣカード３は、電子決済端末１から料金決済用コンピュータ２に情報を受け渡すメディ
アであって、ＩＣカード３には、当初、料金決済可能なデータは何も記載されておらず、
電子決済端末１又は料金決済用コンピュータ２により、電子決済可能な支払いデータ及び
決済データが書き込まれることによって初めて料金決済可能な媒体となる。図２は電子決
済端末１の概観図であり、図３はそのハードウェア構成図である。
【００１１】
電子決済端末１のキーボード１５は、電子決済端末１を起動させるための電源投入ボタン
４、暗証番号や支払金額等を入力するための文字タイプキー５、入力した暗証番号や支払
金額等を確定させるための入力文字データ確定ボタン６、ＩＣカード３に決済データと支
払データを書き込むための決済確定ボタン７から成る。
【００１２】
また、図３に示されるように電子決済端末１は、電子決済端末１の処理実行を行なうマイ
クロプロセッサ８、マイクロプロセッサ８の実行プログラムと暗証番号を記憶するフラッ
シュ・メモリー９、マイクロプロセッサ８の作業用メモリであるＲＡＭ１０、カード・リ
ーダー１４を制御するインターフェース回路であるシリアル・インターフェース１１、電
子決済端末１のキーボード１５からの入力信号を受けるインターフェース回路であるパラ
レル・インターフェース１２、液晶ディスプレイ１６を表示制御するインターフェース回
路である液晶コントローラ１３、ＩＣカード３へデータの書き込み、読込みを行なうユニ
ットであるカード・リーダー１４、及び、電子決済端末１の操作画面を表示する液晶表示
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器である液晶ディスプレイ１６で構成される。
【００１３】
料金決済用コンピュータ２は、電子決済端末１にて支払データと決済データを書き込まれ
たＩＣカード３からその情報を読み込み、金融機関に対してオンラインで料金決済を行な
うコンピュータである。
【００１４】
本システムにおいては、先ず、料金支払い処理時、ＩＣカード３にユーザーによって、電
子決済端末１から支払データ及び決済データが書き込まれる。支払データには、支払金額
データ、支払方法データ等が含まれる。一方、決済データには、個人データ、支払金融デ
ータ及び金融機関との決済に必要なデータが含まれる。そして、決済処理時に料金決済用
コンピュータ２にＩＣカード３がセットされると、オンライン決済処理が行なわれる。処
理が正常に終了すると、ＩＣカード３のデータは、自動的に消去される。
【００１５】
次に、料金支払い処理について詳細に説明する。料金支払い処理時の電子決済端末１から
ＩＣカード３へのデータ書き込みを行なう手順を表すフローチャートを図４に示す。
【００１６】
ユーザーは、電子決済端末１を使用するための暗証番号を入力する（ステップＳ１、暗証
番号入力処理）。一般に、暗証番号としては４桁の数字が用いられる。その場合、安易に
使用者の誕生日や電話番号が選択されることが多いので、暗証番号の解読はさ程困難なこ
とではない。そこで本発明においては、暗証番号は５桁とし、その先頭又は末尾の１桁を
数字以外のカタカナや特殊文字等の文字、あるいは、※や♯等の記号とする。
【００１７】
電子決済端末１は、入力された暗証番号と端末内のフラッシュ・メモリー９にプログラム
と一緒に記憶されている暗証番号とを照合し、一致した場合に使用可能になる。５桁の暗
証番号が正しくない場合、再度、暗証番号入力の処理を行ない、正しい場合は、支払デー
タの有無（ステップＳ４）以降の処理を行なう（ステップＳ２、暗証番号正誤判定処理）
。
【００１８】
過去に所定回数、例えば５回連続して間違った暗証番号が入力された経歴がある場合、電
子決済端末１内に記憶されている暗証番号が消去され、当該端末の使用が不可となること
で、不正使用が防止される（ステップＳ３、暗証番号消去）。
【００１９】
正しい暗証番号が入力されると、電子決済端末１は、ＩＣカード３内に記憶されている支
払データを読み出す（ステップＳ４、支払データの有無）。このとき、前もって料金決済
用コンピュータ２で書き込まれた支払データがあれば、その内容を液晶ディスプレイ１６
に表示する（ステップＳ５、支払データ表示）。
【００２０】
ＩＣカード３内に支払データが記憶されていなければ、電子決済端末１は支払データ入力
待ちとなり、ユーザーはキーボード１５より支払データを入力して支払データを表示させ
る（ステップＳ６、支払データ入力）。そしてユーザーは、表示された支払データを確認
し、電子決済端末１の決済確定ボタン７を押すと（ステップＳ７、決済ボタン）、ＩＣカ
ードには、決済データ及び支払データが書き込まれる（ステップＳ８、決済データ書き込
み）。
【００２１】
次に、決済処理について説明する。料金決済用コンピュータ２によって、ＩＣカード３の
データを読み、オンライン決済を行なう手順を表すフローチャートを図５に示す。
【００２２】
電子決済端末１で書き込まれたＩＣカード３から支払データを読み込み、支払データの表
示を行なう（ステップＳ９、ＩＣカードのデータ読み込み）。
ＩＣカード３から読み出した支払データと決済データを使用して、金融機関とのオンライ
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ン料金決済を行なう（ステップＳ１０、料金決済処理）。
【００２３】
オンライン決済が正常に完了したら、ＩＣカード内の情報の消去を行ない、正常に完了し
ない場合は、そのまま終了する（ステップＳ１１、決済結果判断）。
【００２４】
料金決済処理完了と共に、ＩＣカード３内の支払データ及び決済データが消去される（ス
テップＳ１２、ＩＣカード内情報の消去）。このようにＩＣカード３内の支払データ及び
決済データは、料金支払い時に電子決済端末１から書き込み、料金決済終了時に、ＩＣカ
ード３内のデータが消去されるため、通常時のＩＣカード３は、何の意味も持たないもの
となり、ＩＣカード３を紛失したときの不正使用を防止することができる。
【００２５】
【発明の効果】
本発明は上述した通りであって、本発明による電子決済方法及びシステムにおいては、Ｉ
Ｃカード内に料金決済に必要な情報が記録されているのは、料金支払のときの僅かな時間
であるため、ＩＣカードを紛失しても不正使用の被害が発生する虞がないという効果があ
る。
【００２６】
また、本発明に係る電子決済端末を紛失した場合も、暗証番号によって本人以外の使用が
できなくなっているため、安全である。よって、本発明に係る電子決済端末はＩＣカード
紛失盗難対応に対し有効な端末である。
【００２７】
更に、本発明に係る電子決済端末は、入力された暗証番号と端末内のフラッシュ・メモリ
ーにプログラムと一緒に記憶されている暗証番号とを照合し、一致した場合にのみ使用可
能となるようにしているため、端末の分解等による暗証番号の取り出しを防止するという
効果もある。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明に係る電子決済システムの運用システム構成図である。
【図２】本発明に係る電子決済システムにおいて用いられる端末の外観を示す図である。
【図３】本発明に係る電子決済装置のハードウェア構成図である。
【図４】本発明に係る料金支払手段のフローチャートである。
【図５】本発明に係る決済手段のフローチャートである。
【符号の説明】
１　　電子決済端末
２　　料金決済用コンピュータ
３　　ＩＣカード
４　　電源投入ボタン
５　　文字タイプキー
６　　入力文字データ確定ボタン
７　　決済確定ボタン
８　　マイクロプロセッサ
９　　フラッシュ・メモリー
１０　ＲＡＭ
１１　シリアル・インターフェース
１２　パラレル・インターフェース
１３　液晶コントローラ
１４　カード・リーダー
１５　キーボード
１６　液晶ディスプレイ
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】
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